
補
正
予
算
・
水
道
工
事
の
契
約
締
結
な
ど

6
案
件
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

懇
「
報
告
」

　
L
　
林
道
下
山
海
老
線
工
事
契
約
の

　
　
締
結
に
つ
い
て
。
　
（
7
月
5
日
指

　
　
名
競
争
入
札
に
付
し
、
同
日
町
長

　
　
が
専
決
し
、
契
約
金
額
二
千
三
〇

　
　
〇
万
円
で
松
代
の
司
工
務
店
小
堺

　
　
清
司
と
契
約
し
た
も
の
。
）

　
乞
　
林
道
下
山
海
老
線
越
道
川
橋
り

　
　
よ
う
工
事
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
（
7
月
n
日
指
名
競
争
人
札
に
付

　
　
し
、
7
月
1
7
日
町
長
が
専
決
し
、

　
　
契
約
金
一
千
四
二
五
万
円
で
、
新

　
　
潟
市
の
ト
ピ
ー
工
業
株
式
会
社
鉄

　
　
構
事
業
部
新
潟
営
業
所
と
契
約
し

　
　
た
も
の
。
）

議
第
1
号
　
一
般
会
計
補
正
予
算
へ
第

　
　
3
号
）
　
（
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ

　
　
れ
一
千
五
三
一
万
円
を
追
加
し
、

　
　
予
算
総
額
八
億
四
千
六
三
四
万
一

　
　
千
円
と
す
る
も
の
。
主
な
も
の
、

　
　
「
歳
入
」
地
方
交
付
税
一
千
二
四

　
　
三
万
七
千
円
・
町
有
施
設
積
立
金

　
　
取
崩
二
八
○
万
円
、
　
「
歳
出
」
役

　
　
場
庁
舎
修
理
工
事
四
三
八
万
一
千

　
　
円
・
松
代
松
之
山
線
道
路
設
計
委

　
　
託
料
一
九
八
万
円
・
シ
ヨ
ベ
ル
ド

　
　
ー
ザ
ー
一
台
中
古
車
購
入
二
八
○

　
　
万
円
」
土
木
農
業
林
業
災
害
復
旧

　
　
四
八
四
万
円
。
）

議
第
2
号
　
松
代
町
克
雪
管
理
セ
ン
タ

　
　
ー
．
！
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　
　
　
　
マ
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
ロ
　

鶴
嚢
蒲
離
触
薪
会

　
　
∵
計
補
正
予
算
第
3
号
．
簡
易
水

　
　
一
道
工
事
の
契
約
の
締
結
な
ど
6

　
　
㎝
議
案
で
、
原
案
ど
お
り
議
決
さ

　
　
占
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

　
　
’
凸
す
。

　
　
の
　
　
に
つ
い
て
　
　
ハ
　
　
に
　

議
第
選
松
代
町
集
藻
発
施
馨

　
　
の
設
置
及
管
理
に
関
す
る
陳

　
　
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
（
儀
明
に
設
置
の
へ
き
地
保
健
福
，

　
　
祉
館
、
下
山
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
・
会
沢
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
）

議
第
4
号
　
松
代
町
就
業
改
善
セ
ン
タ

　
　
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

　
　
例
の
制
定
に
つ
い
て
。
　
（
午
年
に

　
　
設
置
の
内
職
セ
ン
タ
！
。
）

　
劃
第
2
号
～
4
号
は
、
施
設
設
置
の

　
趣
旨
・
管
理
運
営
の
細
部
に
つ
い
て

　
定
め
た
も
の
H
。

議
第
5
号
　
松
代
町
災
害
弔
慰
金
の
支

　
　
給
及
び
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
に

　
　
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

行
　
　
　
館
平
番

発
　
　
　
民
　
　
1

日
号
公
昭
0

10

7
町
　
3

（
明
7
猷
谷
代

　
ま
　
　
　

稠
第
蛾
長
話

昭
　
　
　
東
館
電

印刷・松代印刷所

（
暴
風
・
豪
雨
・
豪
雪
・
洪
水
・

地
震
・
津
波
・
そ
の
他
異
状
な
自

然
現
象
に
よ
り
死
亡
し
た
町
民
の

遣
族
に
対
す
る
災
害
弔
慰
金
の
支

給
、
並
び
に
被
害
を
受
け
た
世
帯

の
世
帯
主
に
対
す
る
災
害
援
護
資

金
の
貸
付
を
行
な
い
、
も
っ
て
町

民
の
福
祉
及
び
生
活
の
安
定
を
目

　
　
的
に
定
め
た
も
の
）

　
　
　
議
第
6
号
　
松
代
町
簡
易

　
　
　
　
　
水
道
工
事
契
約
の
締

　
　
　
　
　
結
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
（
昭
和
48
年
度
契
約

　
　
　
　
　
の
、
新
潟
市
・
株
式

　
会
社
加
賀
田
組
と
の

契
約
額
一
億
三
千
四

　
〇
〇
万
円
を
、
国
の

　
指
導
に
よ
る
物
価
上

　
昇
分
ス
ラ
イ
ド
に
よ

・
り
一
億
五
千
三
四
一

　
　
万
八
千
円
に
変
更

　
『
す
る
も
の
、
及
び

　
　
昭
和
4
9
年
度
分
三

　
　
千
七
三
〇
万
円
を

　
同
業
者
と
契
約
す
る

　
も
の
。
）

も
き
ご
む
ロ
ロ
ヨ
ご
さ
ク
モ
を
ノ

松
代
町
園
芸
愛
好
会
で

　
自
然
愛
護
会
の
協
力

　
　
　
　
を
得
て
松
代
区
民
会
館
前
、

　
　
　
　
松
代
中
央
遊
園
地
の
周
辺
、

　
　
　
　
な
ら
び
に
　
　
キ
　
ゑ
　
の

屠
線
に
、
さ
つ
き
苗
約
二
・

　
　
　
　
の
　
を
　
え
ま
し
た
ロ

の
い

噸
願
将
護
、
少
林
寺
山
の
全

力
　
　
面
に
植
え
て
美
し
い
花
を
咲

会
お
　
か
せ
た
い
と
計
画
し
て
い
ま

聾
す
．

芸
　
　
　
　
ど
う
か
町
民
の
皆
さ
ん
、

園
私
た
ち
の
植
え
た
苗
が
一
本

町
　
　
　
で
も
か
れ
た
り
、
な
く
な
る
・

代
こ
と
の
な
い
よ
う
ご
協
力
を

松
・
　
　
　
　
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



④

脳
卒
中
を
防
ぐ

　
親
や
兄
弟
に
血
圧
の
高
い
人
が
い
る

場
合
は
、
二
十
才
代
の
後
半
か
ら
成
人

病
に
つ
い
て
の
注
意
が
大
切
で
す
。

◎
　
血
圧
が
高
く
て
も

　
　
何
か
の
き
っ
か
け
が
な
け
れ
ば

こ
ま
●
●
●
●

‘
　
　
⊂

　
　
脳
卒
中
に
な
り
ま
せ
ん
。

い
ろ
い
ろ
な
き
っ
か
け
（
別
表
参
照
）

を
つ
く
ら
な
い
よ
う
毎
日
の
生
活
に
注

意
し
て
下
さ
い
。

　
循
環
器
検
診
、
出
稼
者
検
診
、
出
稼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

者
留
守
家
族
検
診
で
二
次
検
診
に
ま
わ

ら
れ
た
方
に
は
結
果
が
別
表
の
よ
う
に

異
常
な
し
、
要
注
意
、
要
観
察
、
要
医

療
に
区
分
さ
れ
て
通
知
さ
れ
ま
す
。

　
自
覚
症
状
の
有
る
無
し
に
か
か
わ
ら

ず
、
各
欄
を
ご
覧
の
上
日
常
生
活
に
注

意
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
異
常
の
な
い
方
で
も
年
一
回

の
検
診
は
受
け
る
こ
と
と
、
日
頃
か
ら

特
に
食
事
と
休
養
に
ご
注
意
下
さ
い
。

（
別
表
）

検
診
結
果
区
分
別
注
意
事
項
表

区
分

要
　
　
　
医
　
　
　
療

要
　
　
　
観
　
　
　
察

要
　
　
注
　
　
意

異
，
常
　
な
　
し

医
　
師

受
診

・
少
な
く
と
も
月
二
回

。
少
な
く
と
も
月
一
回

・
三
ヵ
月
に
一
回

医
療

・
必
要

・
自
分
勝
手
に
中
止
、
放
置
を

絶
対
し
な
い
こ
と

・
都
合
に
よ
り
必
要

・
盲
分
勝
手
に
中
止
、
放
置
を

絶
対
し
な
い
こ
と

・
原
則
と
し
て
必
要
な
し

・
必
要
な
し

労
　
働

・
労
働
は
場
合
に
よ
り
制
限
叉

は
、
休
養
が
必
要

。
労
働
は
場
合
に
よ
り
制
限
又

は
、
休
養
が
必
要

・
特
に
制
限
な
し

・
特
に
制
限
な
し

気
持
の

も
ち
方

・
物
事
を
気
に
し
た
り
、
怒
っ

た
り
し
て
は
い
け
な
い

・
物
事
を
気
に
し
た
り
、
怒
っ

た
り
し
て
は
い
け
な
い

。
あ
ま
り
気
に
か
け
た
り
、

心
配
し
た
り
し
な
い

・
あ
ま
り
気
に
か
け
た
り
、

心
配
し
た
り
し
な
い

睡
　
眠

・
最
低
十
時
間

。
最
低
八
時
間

・
睡
眠
不
足
を
さ
け
る

o
睡
眠
不
足
を
さ
け
る

排
便

・
毎
日
排
便
の
習
慣
を
つ
け
、

　
い
き
ま
な
い

・
毎
日
排
便
の
習
慣
を
つ
け
、

　
い
き
ま
な
い

・
便
通
を
と
と
の
え
る

。
便
通
を
と
と
の
え
る

入
　
浴

・
医
師
の
指
示
に
ょ
る

・
湯
の
温
度
は
冬
は
四
十
一
度

夏
は
三
十
九
度
位
い
に
す
る

・
湯
の
温
度
は
冬
は
四
十
一
度

夏
は
三
十
九
度
位
い
に
す
る

・
熱
い
湯
を
さ
け
る

・
熱
い
湯
を
さ
け
る

煙
　
草

・
医
師
の
指
示
に
ょ
る

下
錘
　
　
　
　
　
τ
錘

・
節
煙

一

酒

・
医
師
の
指
示
に
ょ
る

・
節
酒

｝

㎜
。
節
酒

・
節
酒

項事意注な的般一

酒 医
療
琶
薬
を
切
ら
し
た
と
き
や
医
療
を
中
止
し
た
と
き
に
卒
中
が
多
発
し
ま
す
。

労
働
H
労
働
を
し
た
あ
と
は
血
圧
が
高
く
な
り
ま
す
。
普
通
の
人
は
十
分
く
ら
い
で
元
に
戻
り
ま
す
が
、
高
血
圧
の
人
は
三
十

　
　
　
　
分
～
二
時
間
も
元
に
戻
り
ま
せ
ん
、
そ
れ
だ
け
危
険
の
時
間
が
長
い
訳
で
す
。

気
持
の
も
ち
方
“
気
短
に
怒
る
と
血
圧
は
て
き
面
に
上
り
ま
す
。
気
持
ち
を
大
ら
か
に
持
っ
修
養
も
大
切
で
す
。

睡
眠
り
睡
眠
は
非
常
に
血
圧
を
下
げ
ま
す
。
初
期
の
高
血
圧
の
大
部
分
は
夜
間
睡
眠
中
は
正
常
血
圧
に
近
く
な
り
ま
す
。

排
便
り
い
き
む
排
便
や
夜
中
の
便
所
行
き
は
脳
卒
中
を
さ
そ
い
ま
す
。

入
浴
t
寒
い
季
節
は
外
出
か
ら
帰
宅
し
て
す
ぐ
入
浴
し
な
い
こ
と
。
体
を
暖
め
て
か
ら
入
る
こ
と
。

煙
草
り
朝
食
前
に
は
吸
わ
な
い
こ
と
。
日
中
に
く
ら
ベ
ニ
コ
チ
ン
の
吸
収
率
が
非
常
に
ょ
く
血
管
を
収
縮
さ
せ
血
圧
を
上
げ
ま

　
　
　
　
す
。

寒
さ
肖
寒
さ
は
大
敵
で
す
。
冬
は
部
屋
全
体
を
暖
く
し
、
風
呂
場
の
か
こ
い
を
し
ま
し
よ
う
。

食
事
り
腹
も
身
の
う
ち
で
す
。
腹
八
分
目
に
し
て
食
品
の
種
類
を
多
く
、
塩
気
は
少
な
く
し
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
ふ
と
り
過
ぎ
は
危
険
で
す
。
お
茶
の
ガ
ブ
呑
み
は
や
め
て
、
夕
食
は
ひ
か
え
目
に
し
ま
し
よ
う
。

り
酒
を
飲
ん
だ
あ
と
は
あ
ま
り
さ
わ
い
だ
り
冷
た
い
風
に
当
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
大
酒
は
脳
卒
中
の
さ
そ
い
に
な
り
ま
す



四
月
一
日
以
降
輸
血
か
ら

輸
血
血
液

　
献
血
者
の
善
意
を
広
く
国
民
に
及
ぽ

す
た
め
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
以
降

輸
血
を
受
け
、
そ
の
血
液
代
金
（
自
己

負
担
金
）
を
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
場

合
、
日
本
赤
十
字
社
が
そ
の
自
己
負
担

金
を
お
支
払
い
し
、
実
質
的
に
血
液
代

金
が
無
料
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
こ
れ
は
、
従
来
献
血
者
及
び
そ
の
三

親
等
内
の
同
居
の
親
族
に
対
し
て
の
み

適
用
さ
れ
て
い
た
も
の
が
四
月
一
日
か

ら
対
象
範
囲
の
制
限
が
徹
廃
に
な
っ
た

も
の
で
す
。

◎
支
給
対
象
血
液

　
献
血
血
液
に
よ
り
、
製
造
さ
れ
た
も

の
で
、
保
険
が
適
用
に
な
る
全
血
又
は

血
液
成
分
製
剤
。

　
親
類
や
そ
の
他
の
人
を
頼
ん
で
医
療

機
関
で
採
虚
し
、
そ
れ
を
輸
血
し
た
場

合
は
こ
の
制
度
で
の
無
料
に
は
な
り
ま

せ
ん
、
こ
の
制
度
は
献
血
し
た
し
な
い

に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、
輸
血
し
た

血
液
が
献
血
に
よ
っ
て
採
血
さ
れ
た
も

の
に
限
ら
れ
ま
す
。

◎
支
給
額

　
血
液
代
金
の
う
ち
保
険
に
よ
っ
て
支

払
わ
れ
る
額
を
控
除
し
た
自
己
負
担
額

　
但
し
、
高
額
療
養
費
制
度
を
実
施
し

て
い
る
保
険
で
は
、
一
ケ
月
一
医
療
機

関
当
り
三
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

カご

”
無
料
”

に

◎
申
請
方
法

　
申
請
は
、
原
則
と
し
て
輸
血
を
受
け

た
本
人
と
す
る
が
、
輸
血
を
受
け
た
方

が
申
請
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は

代
理
人
の
方
が
申
請
し
ま
す
。

　
申
請
書
の
用
紙
は
、
医
療
機
関
に
あ

り
ま
す
が
、
な
い
場
合
は
社
会
課
衛
生

係
に
あ
り
ま
す
。

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
輸

血
を
受
け
た
医
療
機
関
で
証
明
を
受
け

て
次
の
と
こ
ろ
へ
送
付
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
お
プ

　
．
新
潟
市
関
屋
下
川
原
町

　
　
　
　
一
丁
目
三
番
十
二
号

　
　
　
新
潟
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

◎
そ
の
他

　
申
請
の
手
続
き
、
そ
の
他
ご
不
明
の

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
課
衛
生

係
へ
お
間
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
願
い
し
ま
す
”
献
血
”

　
献
血
車
「
ゆ
う
あ
い
号
」
に
よ
る

採
血
が
次
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

多
数
の
方
の
献
血
を
お
願
い
致
し
ま

す
。と

き
八
月
二
十
二
日

　
　
　
　
午
前
十
時
よ
り
午
後
三
時

と
こ
ろ
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

き
壷
き
◆
‡
命
◆

御
協
力
に
感
謝

循
環
器
検
診
終
了

　
　
　
　
－
結
果
は
九
月
上
旬
に

　
新
潟
県
医
師
会
、
大
島
保
健
所
の
指

導
と
協
力
を
得
て
、
七
月
二
十
五
、
六

七
日
の
三
口
間
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
；

で
実
施
し
ま
し
た
、
循
環
器
検
診
は
、

町
民
各
位
の
御
理
解
と
認
識
に
よ
り
．
賞

診
率
が
八
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
成

績
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
ひ
と
え
に
区
長
さ
ん
方
の
積
極
的

な
ご
協
力
を
始
め
、
食
生
活
改
善
推
進

員
等
関
係
各
位
の
ご
協
力
の
賜
と
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
検
診
の
結
果
は
、
一
次
検
診
だ
け
の

方
は
異
常
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
会
場

で
保
健
婦
が
お
話
し
申
し
上
げ
た
こ
と

で
終
り
で
す
。
二
次
検
診
に
ま
わ
ら
れ

た
方
に
つ
い
て
は
、
九
月
上
旬
頃
判
明

す
る
予
定
で
す
の
で
判
明
次
第
ご
通
知

申
し
上
げ
ま
す
の
で
今
し
ば
ら
く
お
待

ち
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
羅
置
置
巴
巳
皿
■
騒
ー
■
■
■
瞠
塵
●
聞
■
騒
■
霞
■
8
1
■
口
曝
O
I

　
　
育
児
学
級
の
お
知
ら
せ

　
踊
－
置
墨
口
■
●
口
8
墨
■
■
1
■
■
■
■
踊
巳
曹
騰
9
■
1
謹
躍
目
■
鵬
驕

　
次
に
よ
り
育
児
学
級
が
開
催
さ
れ
ま

す
か
ら
多
数
ご
参
集
下
さ
い
。

と
　
　
き

と
こ
ろ

対
象
者

八
月
二
十
日
（
火
）
午
後
一

　
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。

松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

生
後
一
カ
月
か
ら
誕
生
日
ま

で
の
お
子
さ
ん
の
育
児
を
担

当
さ
れ
て
い
る
お
母
さ
ん
、

お
母
さ
ん
の
都
合
が
悪
い
と

き
は
お
父
さ
ん
が
お
い
で
下

さ
い
。

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

七
月
受
付
分
　
　
（
受
付
順
）

ご
け
っ
こ
ん
瀦

お
め
で
ζ
つ
劉
衡

高
橋
　
和
久
・
高
橋
あ
い
子

離巽中
村

小
島

小
堺

井
出

山
岸

（
筋
平
）

貴
巌
洋
孝
子
長
男
緕
）

博
子
解
晒
子
妄
（
松
代
）

陽
一
警
鞠
長
男
（
緕
）

秀
樹
賂
だ
二
男
松
代
）

公
夫
際
㌃
男
・
蒲
生
）

井
上
真
知
子
羅
代
貸
女
（
寺
巴

小
堺

米
持

佐
藤

忍
擬
響
女
（
緕
）

洋
介
驚
碧
男
（
室
野
）

　
　
父
信
　
之

鉄
男
母
ス
ミ
子
二
男
（
室
野
）

お
く
や
み

（
死
亡
）

小西佐小秋
山方藤堺山

せ忠ミ伊コ
よ平子吉ト

志
賀
己
代
吉

山
岸
　
一
平

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

杉
　
　
　
ノ
フ

米
持
　
タ
マ

　
五
〇
才

　
七
三
才

　
八
四
才

　
七
一
才

　
五
二
才

　
六
九
才

（
清
水
）

（
儀
明
）

（
滝
沢
）

（
千
年
）

（
桐
山
4

（
松
代
）

五
二
才
（
木
和
田
原
）

七
七
才
　
（
奈
良
立
）

八
七
才
　
（
室
野
）

”
●
…
…
住
民
登
録
統
計
・
…
：
”

…
昭
和
四
十
九
年
七
月
三
十
一
日
現
在
…

…
松
代
町
総
人
ロ
八
、
四
六
九
人
　
…

…
松
代
町
世
帯
数
二
、
一
二
〇
世
帯
…

（3）



　
グ
乃
㌧
フ
育
成
と
活
動
の
推

進
の
役
に
立
て
ば
と
、
七
回
に

わ
た
り
こ
の
広
報
に
在
町
グ
ル

！
ブ
の
活
動
状
況
を
登
載
い
た

し
ま
し
た
。
今
回
が
そ
の
最
終

回
で
す
。

　
今
後
、
教
育
・
文
化
向
上
の

た
め
の
グ
几
！
プ
が
数
多
く
結

成
さ
れ
、
皆
様
が
何
か
一
つ
以

上
の
グ
ル
ー
プ
に
仲
間
入
り
し

そ
の
活
動
が
進
展
さ
れ
る
こ
と

を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

◎
奴
奈
川
囲
碁
ク
ラ
ブ

　
こ
の
会
は
昨
年
の
八
月
一
日
に
発
会

い
た
し
満
一
年
に
な
り
ま
し
た
。
以
来

三
回
の
囲
碁
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

　
夏
季
と
冬
季
に
大
会
を
開
催
し
、
参

加
し
て
楽
し
く
す
ご
す
こ
と
が
第
一
で

勝
敗
に
こ
だ
わ
ら
な
い
こ
と
が
モ
ツ
ト

ー
で
す
。

　
第
三
回
大
会
（
夏
季
大
会
）
は
、
こ

の
七
月
二
十
八
日
室
野
ヤ
マ
ヘ
イ
旅
館

で
開
催
さ
れ
、
松
之
山
町
か
ら
も
有
段

者
多
数
の
参
加
が
あ
り
、
十
九
名
で
A

組
B
組
に
分
れ
て
熱
戦
を
展
開
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

・
A
組

　
　
優
勝
（
カ
ツ
プ
贈
呈
）

　
　
　
　
　
小
堺
利
一
（
室
野
・
農
協
）

　
　
2
位
　
田
辺
敬
治
（
松
之
山
）

　
　
3
位
　
佐
藤
正
ズ
浦
田
・
農
協
）

。
B
組

　
　
優
勝
（
楯
贈
呈
）

　
　
　
　
　
牧
田
大
平
（
峠
）

　
　
2
位
　
相
沢
信
夫
（
松
之
山
）

　
　
3
位
高
橋
幸
平
（
室
野
・
役
場
）

こ
の
会
の
組
織
は
、

　
会
長
・
横
尾
好
和
さ
ん
　
事
務
局

・
高
橋
幸
平
さ
ん
、
会
員
・
2
2
名
、

会
費
・
月
額
二
一
〇
円
で
す
。

◎
松
代
剣
道
連
盟

　
剣
道
連
盟
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成

と
心
身
の
鍛
練
を
目
的
に
、
昭
和
必
年

7
月
5
日
発
会
い
た
し
ま
し
た
。
現
在

は
成
人
別
名
チ
供
8
名
の
会
員
を
擁
し

毎
週
水
曜
日
の
夜
松
代
小
学
校
体
育
館

で
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
会
長
は
柳
一
郎
さ
ん
・
事
務
局
似
高

橋
芳
平
さ
ん
で
、
会
費
は
無
料
で
す
。

◎
し
ぶ
み
俳
句
会

　
こ
の
会
は
室
野
に
あ
り
昭
和
2
7
年
4

月
－
日
に
発
会
し
た
も
の
で
、
永
い
伝

統
を
も
つ
俳
旬
会
で
す
。
俳
句
を
通
じ

親
睦
と
教
養
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に

月
例
句
会
を
開
催
し
、
と
き
に
は
大
家

を
招
い
て
俳
句
大
会
を
も
開
き
ま
す
。

会
員
の
秀
作
作
品
は
し
ば
く
こ
の
広

報
で
発
表
し
て
お
り
ま
す
。

　
古
島
辰
雄
さ
ん
が
会
長
で
事
務
局
も

兼
ね
て
い
ま
す
。
会
員
は
13
名
、
会
費

は
月
額
50
円
で
す
。

◎
詩
吟
・
謡
曲
同
好
会

　
昭
和
4
8
年
3
月
2
8
日
に
発
会
、
会
員

且
名
の
同
好
会
で
す
。
練
習
は
毎
月
第

2
・
4
の
水
曜
日
に
、
町
総
合
セ
ソ
タ

ー
で
行
な
い
、
詩
吟
・
謡
曲
の
上
達
、

会
員
の
親
睦
が
目
的
で
す
。

　
会
長
は
関
谷
龍
平
さ
ん
（
講
師
も
兼

ね
て
い
ま
す
）
事
務
局
は
高
橋
芳
平
さ

ん
。
会
費
は
年
額
一
、
○
○
○
円
で
す
。
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　　新潟県警察では、県民のための警察

　として優秀な人材を求めています。

　　募集期間などは次のとおりであり、

　採用試験は10月6日（日）上越市で行な

　われます。

　◎受験資格

1　（1）大学卒業者または明年3月卒業見

　　　込の者（昭和22年4月2日から昭和

　　　28年4月1日までに生まれた者）

1　（2）高等学校卒業程度の学力を有する

、　　者（昭和22年4月2日から昭和32年

　　　4月1日までに生まれた者）

　◎申込期間
　　8月12日（月）～9月28日（土）までの間

1◎申込場所
1　安塚警察署または近くの派出所、駐

　　在所

　◎採用予定人員　　約100名

　◎その他くわしいことについては、近

　くの警察署、派出所、駐在所にお問
　　いあわせください。

〉・ハ，一）～、、”安塚警察署～＾♂）㌦～・

（4）

　
最
近
の
通
話
は
、
朝
と
晩
に
集
中
す

る
傾
向
と
な
り
、
こ
ん
ご
ま
す
ま
す
強

く
な
る
事
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め

からお願い〃
h。8璽”・・O一一h蝿ロー・●・．霊ロ．

局
で
は
早
朝
、
夜
間
の
通
話
サ

ー
ビ
ス
向
上
に
つ
い
て
万
全
の

対
策
を
し
て
い
ま
す
が
、
な
お

一
層
便
利
な
電
話
と
い
わ
れ
ま

す
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
の
で

お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
特
に
次
の
時
間
に
は
大
変
混

み
あ
い
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

局
一
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

話
曲
す
の
で
一
層
の
ご
理
瑠
と
ご
協

　
　
　
力
を
お
願
い
し
ま
す

電
煽
①
朝
六
時
半
頃
か
ら
八
時
半
頃

ロ
収
－

幸
一
　
ま
で
。

晶
唱
川
②
夜
八
時
頃
か
ら
九
時
半
頃
ま

　
一
　
で
。

　
な
お
、
上
越
、
柿
崎
、
柏
崎
、
小
出

長
岡
、
十
日
町
、
新
井
、
糸
魚
川
、
長

野
、
飯
山
、
妙
高
高
原
、
各
地
へ
の
通

話
は
夜
間
割
引
き
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
〈
安
塚
電
報
電
話
局
〉

◎
蒲
生
平
百
合
会

　
今
年
三
月
蒲
生
に
で
き
た
民
謡
お
ど

り
の
会
で
す
。
お
ど
り
の
上
達
と
会
員

の
親
睦
・
老
人
会
や
部
落
行
事
に
発
表

し
、
楽
し
く
明
る
い
部
落
つ
く
り
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。
集
会
は
月
2
回
、

会
員
は
3
6
名
、
会
費
月
額
一
〇
〇
円
、

会
長
若
山
節
代
さ
ん
、
事
務
局
小
堺
経

子
さ
ん
で
す
。

◎
ド
レ
ミ
・
グ
ル
ー
プ

　
昭
和
貯
年
8
月
4
日
発
会
し
た
マ
マ

さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ
ヵ
バ
ン
ド
で
す
。

み
ん
な
で
楽
し
く
す
ご
す
こ
と
と
上
達

が
目
的
で
す
。

　
会
長
・
柳
い
う
さ
ん
、
事
務
局
・
関

　
谷
静
江
さ
ん
。
会
員
14
名
。

◎
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
・
グ
ル

　
ー
プ

昭
和
弼
年
2
月
－
日
発
会
し
た
グ
ル

ー
プ
で
す
◎
み
ん
な
で
楽
し
く
す
ご
す

こ
と
と
上
達
が
目
的
で
す
。

会
長
・
市
川
セ
ツ
子
さ
ん
、
事
務
局

　
・
関
谷
利
子
さ
ん
、
会
員
2
2
名

（
ド
レ
ミ
・
グ
ル
ー
プ
と
マ
マ
さ
ん
コ

ー
ラ
ス
・
グ
ル
！
プ
は
、
い
ま
休
講
し

て
い
ま
す
。
）


